
スタートカリキュラム研修会

保幼小接続の推進
～子どもの学びと育ちをつなぐ

スタートカリキュラム～

令和元年11月11日
京都市教育委員会
学校指導課 堀出 みゆき



京都市立小学校・小中学校の
スタートカリキュラム（一部を含む）

実施率

１００％

（平成30年１２月 ｅアンサーによる集計結果）

『幼児期の育ちや学びからの円滑な接続に向けて，
１年生で取り組まれたことはありますか？』

（複数回答可）



自校では？ 安心できるように

チャイムが鳴ったか
ら，座りましょう。

はあい。
いやだぁ。まだこれが
終わってない。

1時間目は音楽
です。

１時間目って何？

幼稚園と一緒だ。

やったことある。

先生もにこにこ
優しい。

こんなの知っていますか？

Ａパターン Ｂパターン

不安がいっぱい

学校は楽しい。

安心からすべてが始まる



できないと思って教え込む
のではなく，聞き出して

最初に水を
つけて…

はあい。

トイレの後や
給食の前には
手を洗います。

幼稚園でも
やってたよ

手を洗う。

最初にね…。

トイレの後や給食の前
には何するの？

Ａパターン Ｂパターン

ゼロからのスタート？

トイレと給食とは
違う洗い方だよ。

学びの積み上げがある

〇〇組さんみ
たいに言わな
いでよ！

すごいね。
○○さんのように
やろうね

上手な洗い方はど
うするの？

自校では？



先生と一緒に
歌いましょう。

ひらいた ひらいた…

はい

踊りもあるんだ
よ。

Ａパターン Ｂパターン

わたしも保育園で
歌ったことがある。

主体的で
自ら考え判断する子に

次は，歌に合わせて踊りましょう。
1班さんから順にやってみましょう。
みんなよく見ててね。

へえーどんなふう
に踊るの？ わたしもやって

みたい。

一緒にやってみましょう。

やるやる。
わたし，教えて
あげる。

自校では？ 今までの経験を生かした主体的な学びになるように

（学びの芽 → 主体的な学びに）

受け身で
自ら考えない子に

この絵には歌が隠れてい
ますよ。見つかるかな。

ひらいた ひらいた だよ。

今日はみんなで「ひらいた ひらいた」を
歌います。みんなで楽しく歌うことが，め
あてです。教科書○ページを開いてくだ
さい。最初にＣＤを聞きましょう。



主体的･対話的で深い学び
(アクティブ・ラーニング)

の視点からの学習過程の改善

・⽣きて働く知識･技能の習得
など，新しい時代に求めら
れる資質･能⼒を育成

・知識の量を削減せず，質の
⾼い理解を図るための学習過程の質的改善

主体的
な学び

深い
学び

対話的
な学び

新しい時代に必要となる資質･能力の育成と学習評価の充実

新しい時代に必要となる資
質･能力を踏まえた教科･科目
等の新設や目標･内容の見直
し
・小学校の外国語教育の教科化，
⾼校の新科目の新設など

・各教科等で育む資質･能⼒を明
確化し，目標や内容を構造的
に示す

何ができるようになるか

思考⼒，判断⼒，表現⼒等の育成知識及び技能の習得

どのように学ぶか何を学ぶか

「社会に開かれた教育課程」の実現

学びに向かう⼒，⼈間性等の涵養

小学校学習指導要領等 改訂の方向性



幼
児
教
育

知識及び技能
の習得

思考力，判断力，表現力等
の育成

学びに向かう力，人間性等
の涵養

幼児教育において育みたい「資質・能力」

知識及び技能の基礎
遊びや生活の中で，何を感じ，
何に気付き，何がわかり，
何ができるようになるか

思考力，判断力，表現力等の
基礎

遊びや生活の中で，気付いたこと，
できるようになったこと等を使い，
考えたり，試したり，工夫したりする

学びに向かう力，人間性等
心情，意欲，態度が育つ中で，いかによりよい生活を営むか

小
学
校

以
上

（
環
境
を
通
し
て
行
う
教
育
）

遊びを通しての
総合的な指導



健康な

心と体
自立心 協同性

思考力の
芽生え

自然との
関わり・

生命尊重

数量・図形，
文字等への

関心・感覚

言葉による
伝え合い

豊かな
感性と

表現

道徳性・

規範意識
の芽生え

社会生活
との関わり

「幼児期の終わりまで育ってほしい姿（10の姿）」は
到達すべき目標ではない
個別に取り出されて指導するものではない

幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10の姿）

就学前施設と小学校で
５歳児修了時の姿の共有化

接続の一層の強化



保幼小の接続は，子どもを「知る」ことから

「10の姿」を見ることができる幼稚園の事例
「おいもパーティー」 園内で育てたサツマイモを５歳児が調理して

３・４歳児を招待します。

「何味にする？」
優しく聞く５歳児
と一生懸命に答え
る３歳児。

「招待したい」という思いが，
メニューを書く活動へと向か
わせます。文字への関心にも
繋がります。

「おもてなし」の
心から，同じ数に
なるように，きち
んと数えて準備し
ます。

「みんな喜んでくれた」という
達成感・充実感を共有します。



保幼小の接続は，子どもを「知る」ことから

こんなこともできるよ！

みんなでチャレンジ年少組さんの着替え
をお手伝い

準備も自分たちでジャンプ！包丁だって使えるよ

お掃除もすいすい



子どもの学びと育ちをつなぐスタートカリキュラム

子どもたちの姿を手がかりとして，保幼小間で子どもたち
の学びと育ちを接続することにより，子どもたちが小学校に
おいても，主体的に自己を発揮できる環境を全校で創り出し
ていくためのカリキュラム

スタートカリキュラムとは…

幼児期

学びの芽
生え

児童期

自覚的な
学び

入学への

期待と
不安

子どもに「安心感」が
生まれる

子どもが自信をもち
「成長」する

子どもの「自立」に
つながる

ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム



明日は何があるのかな。
楽しみだな。

明日も，○○で遊びたいから，
早く明日になってほしいな。

お兄さんたちみたい
になれるかな。

僕らも幼稚園の人
を呼びたいな。

学校には面白い場所が
いっぱいあるんだね。

机の高さは，
ピッタリよ。

友達ができたよ。
前に学校に来た
ことがあるよ。

先生もお兄さんたち
も，優しいよ。

園でもやった
ことがあるよ。

任せといて。

学校中どこで
も行けるよ。

友達に教えても
らったらできたよ。

ひとりでできたよ。
だって一年生だもん。

自立

キーワードは，「安心」「成長」「自立」

成長

安心



スタートカリキュラムの実施

保幼小接続期（特に小学校入学当初）において

安心して自ら学びを広げる
「学習環境」を整えましょ
う。

生活科を中心に，合科的・
関連的な指導の充実を図り
ましょう。

子どもの発達を踏まえ，
時間割や学習活動を工夫し
ましょう。

スタートカリ
キュラム作成の
ための基本的な
考え方



スタートカリキュラムの手順

手順１ 安心して自ら学びを広げる「学習環境」を整える

担任の笑顔

認める，ほめる

異学年との関わり

活動に合わせた机の配置

全教職員の見守り

教室掲示の工夫

丁寧な板書

美しい教室
人的な環境

空間的な環境



スタートカリキュラムの手順

手順２ 長期的な視野に立って，計画を立てる
【入学から夏休みまでのカリキュラム例】

時期 ４月第２週 ４月第３週 ４月第４週 ５月第１・２週 ５月第３・４週 ６月～７月

テーマ
今日から
１年生

どうぞよろし
くお願いしま
す

楽しく安全な
学校生活

広げよう
友だちの輪

仲よし
いっぱい

進んで学ぼう
見つけよう

ねらい

・一対一の関
係を大切にし
ながら，新し
い先生や友
だちと交流し
慣れ親しむ。

・学校は安全
で楽しいとこ
ろだという思
いを
もつ。

・学校生活に
はきまりや約
束があること
を知る。

・楽しかった
ことを学級の
友だちと共有
し，学校生活
への意欲を
もつ。

・友だちとたく
さんかかわり，
新しい集団
に慣れる。

・通学路の様
子を確認し，
楽しく安全な
登下校につ
いて考える。

・休み時間や
諸活動で友
だちとのかか
わりを広げ，
自分らしさを
発揮する。

・異学年の友
だちや教職
員，学校施
設に慣れ親
しむ。

・活動で気付
いたことや楽
しかったこと
を絵，言葉，
身体表現等
で表す。

・学校生活を
支えてくださ
る方とのか
かわりを深め
る。

・各教科の学
習に意欲的
に取り組む。

・集団でのき
ま りや約束
がわかり，規
律ある生活
を送る心地よ
さを感じる。





スタートカリキュラムの手順

手順３ 生活科を中心に，合科的・関連的な指導の充実を図る

子どもの発達を踏まえ，時間割や学習活動を工夫する

＜今週のテーマ＞ 明るくあいさつ，楽しい学校

時 ○月○日（○） ○月○日（○） ○月○日

１

仲よくなろう （学1/2）
・明るくあいさつしよう

仲よくなろう （学1/2）
・話し方，聞き方名人を目指そう

さあ 始めよう
・読んだ本に

何て言おうかな （国1/2）
・日常のあいさつを知ろう

仲よく歌おう （音1/2）
・校歌を歌おう

自分のことは
・体操服への

２

学校を探検しよう （生1）
・校舎を歩こう
・気付いたことを伝えよう

オリエンテーション （算1）
・挿絵からお話を作ろう

学校を探検し
・南校舎を歩
・気付いたこと

３

オリエンテーション （算1/2）
・挿絵から見つけよう

交通安全教室 （学校行事1）
・交通のルールや約束を知り，
安全に登下校できるように
しよう

どんどん描こう
・好きなことを

自分のことは仲よく歌おう （音1/2）



10月 11月 12月 1月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月

園

小
学
校

小
教
員
研
修

〔
共
通
理
解
〕

小
教
員
研
修
〔
園
の
保
育
見
学
〕

園
児
の
実
態
把
握

R

就
学
時
健
診

R

〔
実
態
把
握
・
保
護
者
聞
き
取
り
〕

半
日
入
学

R

〔
実
態
把
握
・
保
護
者
説
明
〕

園
教
諭
等
・
小
教
員
に
よ
る

相
互
参
観
・
聞
き
取
り

R

１
年
担
任

顔
合
わ
せ

ス
タ
カ
リ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

設
置

園
児
と
山
で

出
会
う

園
児
と
秋
の

遊
び
を
す
る

お
礼
の
ビ
デ

オ
レ
タ
ー

「
担
当
者

打
ち
合
わ
せ

担
当
者

打
ち
合
わ
せ

「
１
年
生
は
楽

し
い
よ
」
の
会

を
開
く
〔
給
食

交
流
・
ラ
ン

ド
セ
ル
体
験

な
ど
〕

他
学
年
関
連

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

作
成

Ｐ

保
幼
小
連
携

全
校
で
入
学
準
備

ス
タ
カ
リ
全
体
像
共
通
理
解

新
入
生
の
情
報
共
有

Ｐ

入
学
式

さ
ら
に
取
り
組
む

Ａ

次
年
度
の

日
程
調
整

保幼小連携とスタートカリキュラムの日程の例

今
年
度
の
振
り
返

り

Ｃ

園
教
諭
等

１
年
の
参
観
・

情
報
交
換

Ｃ

スタート
カリキュラム実施

Ｄ

接続カリキュラム
実施

全校体制で
新入生を迎える！



お わ り に

○ 幼児教育の基本は変わらない
⇒義務教育及びその後の教育の
基礎

⇒教師の計画的な環境構成によ
る幼児の主体的な遊びが中心

○ 幼児期の教育の重要性
⇒国際的にも注目を集めている
⇒国が幼児教育研究センターを
開設

〇 家庭や地域社会との連携
⇒集団教育への期待，預り保育
ニーズ存在

幼児期の教育と
小学校期の教育

「連続性・一貫性」
で捉える

「つなぐ」をキーワードに

校長先生のリーダー
シップの下で，保幼
小連携・接続に向け
た学校体制づくりと
共通理解を！



スタートカリキュラム参考資料

【リーフレット】子どもの学びと育ち
をつなぐスタートカリキュラム

保幼小接続の推進
京都市教育委員会 学校指導課 平成30年4月

光京都イントラ ⇒
各課のページ ⇒ 学校指導課 ⇒
スタートカリキュラム・就学前施設
と小学校のさらなる連携



スタートカリキュラム参考資料

スタートカリキュラム
スタートブック

〜学びの芽生えから
自覚的な学びへ〜

文部科学省
国立教育政策研究所
教育課程研究センター

平成27年1月

保幼小をつなぐ
接続期カリ
キュラム

京都市スタートカリキュ
ラムづくりグループ

平成27年3月

保幼小をつなぐ
接続期カリキュラ
ムⅡ（実践編）

京都市カリキュラム
編成プロジェクト
平成28年3月

発達や学びを
つなぐスタート
カリキュラム

文部科学省
国立教育政策研究所
教育課程研究セン

ター編著
平成30年3月

保幼小中高一貫教育を視野に入れましょう！



全ての小学校の新入生が，
安心して自分のもっている力
（学びの芽）をフルに生かして，
主体的に学ぶ子になることを
願って・・・


